
学術分野における 
生物多様性の主流化の促進 

山野博哉 

（国立環境研究所） 



2 

山野博哉 
国立環境研究所 
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専門：自然地理学 

1993：沖縄に行く、卒論開始 

1999：東京大学大学院 

 理学系研究科地理学専攻修了 

1999-現在：国立環境研究所 

2005-2007：ニューカレドニア 

 フランス開発研究所(IRD)で在外研究 

 

 

研究内容 

 
サンゴ礁の… 

・造礁生物分布 

・地形形成史 

・リモートセンシング 

・気候変動影響評価（データマイニング、
モニタリング、将来予測） 

・保全計画（重要海域選定、保護区配置、
陸域負荷の低減） 



３ｍ 

３ｍ 

サンゴのモニタリング 
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生物多様性条約締約国会議 COP 10 (2010年 名古屋） 

「2020年までの生物多様性戦略計画」 愛知目標 
 5つの戦略目標(strategic goals) / 20個の目標(targets) 

… 
9.侵略的外来種の定着経路の特定と根絶 
10.サンゴ礁など脆弱な生態系への圧力の最小化 
11.陸域の17%、海域の10%の保護地指定などによる保全 
12.絶滅危惧種の絶滅・減少の防止 
19. 生物多様性に関する科学と技術の向上と普及 

関連指標から 

○外来生物法に基づく防除の確認・認定件数  どう防除するか？ 

○サンゴ礁の状態の推移傾向（サンゴ被度）  気候変動の影響は？ 

○自然公園・生息地等保護区面積    どこを守ればよいか？ 

○環境省レッドリストにおいてランクが下がった種の数 絶滅リスクの評価は？ 

… 

愛知目標の達成に向け日本では生物多様性国家戦略 2010-2020 を策定 

    ４つの危機を提示 / 48個の主要行動目標を設定 / 81個の関連指標を例示 

国立環境研究所での研究内容 

21日保護地域分科会 

今回講演（後半） 

今回講演（前半） 



本日の話題 

• 生物多様性をめぐる世界と日本の情勢 

 

 

• 生物多様性情報から、生態系保全、自然共
生社会へ 



IPCC 

（気候変動に関する 

政府間パネル） 

第５次報告書（2013-14） 

1988年設立 

国際的な地球温暖化問題へ
の対応策を科学的に裏付け
る組織 

2007年ノーベル平和賞受賞 

130ヵ国以上からの450名超
の代表執筆者・800名超の
執筆協力者による寄稿に
よって執筆される 

2013-14年に第5次報告書
発行 



http://www.env.go.jp/earth/ondanka/ipccinfo/IPCCgaiyo/UNFCCC.html 

1992年 生物多様性条約 

2010年 COP10 

2012年 IPBES設立 

2001-2005年 

ミレニアム生態系評価 

2007-2010年 

TEEB 

生態系と生物多様性の経済学 



CBD（生物多様性条約）−IPBES 

【UNFCCC（気候変動枠組条約）– IPCC（気候変動に関する政府間パネル）】 

IPBES 

生物多様性及び生態系サービスに関する政府間科学政策プラットフォーム 

テーマ別アセスメントとともに、 

現在地域アセスメントが進行中（日本はアジア・太平洋域） 

2012年4月設立 



地域アセスメント報告書の章立て 

• 第１章：背景 

• 第２章：人々への自然の恵みと生活の質 

• 第３章：人々への自然の恵みの基盤となる生物多様性と生
態系の現状と傾向及び将来動向 

• 第４章：人々の生活の質に対する多様な視点を背景とした直
接的及び間接的変化要因 

• 第５章：自然と人間社会の相互作用に関する統合的及び尺
度横断的分析 

• 第６章：規模やセクターを超えた統治、制度的取り決め、民
間及び公の意思決定の選択肢 



生物多様性観測のネットワーク化 



生物多様性観測のネットワーク化：日本ノード 

Japanese Biodiversity Observation Network (J-BON) 

Asia-Pacific Biodiversity Observation Network (AP-BON) 



WG等 

陸上種・遺伝子・系統
多様性WG 

森林WG 

農地・草原・里山WG 

陸水WG 

海洋WG 

リモートセンシングWG 

評価・予測WG 

インターフェースWG 

代表 代表 

GBIF 

J-BON 

AP-BON GEO-BON 

JaLTER 

運営委員会 運営委員会 

事務局 事務局 

代表：矢原徹一（九州大） 

副代表：中静徹（東北大） 

代表補佐：石井励一郎（JAMSTEC） 

事務局長：山野博哉（国環研） 



CBD Technical Seriesへの記事掲載 
リモセンによる生物多様性モニタリングの事例として、 

JBONリモセンWGの紹介記事を執筆 

2014春発行 

①愛知ターゲット達成に向けた生物多様性モニタリングにおけるリモセンデータの活用に
関するレビュー 



生物分布のデータベース 

日本ノード 



生物多様性ウェブマッピングシステム (BioWM) 

JBIF（GBIF日本ノード）と連携し国環研生物Cが制作 

2015年12月11日公開 

GBIFオカレンスデータ  
(分類群: 動物) 

GBIFオカレンスデータ  
(分類群: 動物) 

目的: 生物多様性データの可視化ツールを提供し、GBIF（地球規模生物多様性情
報機構）でのデータ公開とその活用、生物多様性情報のオープン化を促進する。 
主なコンテンツ:  GBIFオカレンスデータマッピング、ファイル読込マップ（ユーザの
データ）、福島県の野生動物（国環研研究データ） 

ファイル 
読込マップ 
ファイル 

読込マップ 

福島県東部の 
野生動物 

福島県東部の 
野生動物 
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海洋生物分布のデータベース 

日本ノード 



生物多様性をめぐる世界と日本の情勢 

学術と政策がリンクして生物多様性の主流化は進みつつある 

生物多様性概況 



18 



日本近海には全海洋生物種数
約25万種の13.5%が出現 

 

地形、水深帯、水温、潮流、気
候区分など環境が多様 Fujikura et al. (2010) 

日本近海は海洋生物多様性のホットスポット 
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CoML成果 
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1930年代 

東北大博物館所蔵標本 

1960-1970年代 

海中公園調査報告 

1980年代 

造礁サンゴ図鑑 

(西平・Veron, 1995) 

分布記録のデータベース化 

2000年代 

自分たちで調査 21 



サンゴの分布北上 
4種が北上、速度は最大14km/年 
（他の生物より2桁大きい） 

Yamano et al. (2011, 2012) 

エンタクミドリイシ＠館山 スギノキミドリイシ＠五島 

サンゴガニが共生
（北限記録！） 

館山 

伊豆 
串本 土佐

清水 
天草 

対馬 
壱岐 

五島 
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http://ikilog.biodic.go.jp/ 

ネットワークの拡大：市民科学 



日本全国みんなでつくるサンゴマップページ 

http://www.sangomap.jp 



データの即時公開 

足りない地点の情報提供を依頼し、提供して
もらうという双方向のやりとりが可能 

 

サンゴ分布北上の検出 

白化しやすいところ／しにくいところ 

保護区候補地の抽出 



広域データ解析 

地域特性、ホットスポット、 

フットプリント抽出 

順応的管理 

衛星 

航空機・UAV 

定点カメラ 
録音機 

市民科学 
テレメトリー 

環境DNA モニタリング指標 

GBIF, DIAS等情報基盤の拡充 
地球環境情報等他のデータベースとの統合 

資源循環との統合解析 

１：観測データの収集 

生物多様性情報の収集 
駆動因データの収集 

２：地球環境情報統合プラットフォームに情報を統合 

３：ソリューション・
サービスの提供 

生態系サービスの保全と活用 
リスク評価、防除指針、適応戦略、 
エコツーリズムなど新たなサービス 

生物多様性・生態系
サービス評価に基づく地
球～地域規模での生態
系保全・復元ならびに資
源活用戦略の構築 

生物多様性情報から、生態系保全、自然共生社会へ 



2006年〜 

データ統合・解析システムDIAS（Data Integration and Analysis System） 





2015年〜 



民間保護地域検討会の活動 IUCN-Jとの 

共同事業（2013～） 

民間保護地域： 市民・企業等民間の活動により保護されている場所 

• 民間保護地域に関する実態把握・情報整備 

• 世界データベース（WDPA）への登録 

UNEP-WCMC  

World Database on Protected Areas 

(WDPA) 

  

民間保護地域の持つ可能性 

普及啓発用冊子 

（H26年度） 

今後の予定 

 H27年度：国内の候補地の登録に向け
た 

      情報整理・体制作り 

 H28年度：WDPAへ登録開始 

 保護効率の評価 

 民間による保護活動の発展 
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21日に保護地域分科会開催 



本日の話題 

• 生物多様性をめぐる世界と日本の情勢 

– 学術分野での生物多様性の主流化はCOP10前後か
ら急速に進んできた 

– 気候変動など他のデータとの統合化 

 

• 生物多様性情報から、生態系保全、自然共生
社会へ 

– 連携事例や試みを共有することが必要 

– Future Earth,持続可能な開発目標（SDGs）への貢献 




